
 

行事を通して育む「生きる力」 

〜運動会から学習発表会、そして日々の学校生活へ〜 

学校行事部長        

朝夕の風に秋の訪れを感じる季節となりました。保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に御理

解と御協力をいただき、心より感謝申し上げます。今年度も前期を終えようとしていますが、子どもたちは

様々な学校行事や日々の学習を通して、大きく、そしてたくましく成長しています。 

これまでに重ねてきた 4 回の避難訓練（火災・不審者・地震・休み時間）では、「自分の命は自分で守

る」意識と、状況に応じて自ら判断し行動する力を養ってきました。特に予告なしや休み時間中の訓練で

は、教員の指示を待つだけでなく、放送をしっかり聞いて最寄りの安全な場所へ避難するなど、自立した

安全行動と規律ある集団行動が身に付いてきていることを感じます。 

また運動会では、日頃の体育学習の成果を存分に発揮することができました。目標に向かって粘り強く

練習を重ねたこと、仲間の頑張りを認め合い、声を掛け合ったこと、そして本番で全力を出し切った達成

感は、子どもたちにとって大きな自信となったはずです。 

学校行事は単なる「一日限りのイベント」ではありません。行事という節目を通して子どもたちが育んだ

「主体的な態度」「仲間と協働する心」「最後まで諦めない粘り強さ」こそが、真の教育的価値です。私たち

は、これらの行事で培った力を、日々の教室内での学びや集団生活の中にしっかりと還元し、確かな「生

きる力」として定着させていきたいと考えております。 

さて、次なる目標は「学習発表会」です。運動会で培った「力を合わせてやり遂げる喜び」を土台に、今

度は日常の学習成果を自分の言葉や表現で相手に伝える挑戦が始まります。互いの良さを生かしながら

一つのものを創り上げる過程、そして振り返りを通して自らの成長を実感できる場となるよう、教職員一丸

となって取り組んでまいります。 

今後とも、子どもたち一人ひとりの小さな挑戦と成長を、温かく見守り、背中を押していただければ幸い

です。 
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